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１．自己調整を意識した授業づくり 

（１）進める上でのポイント・ねらい・身に付けたい力 

  この単元では，相似な図形に関する性質について理解するとともに，図形の性質につ

いて論理的に考察し表現する力を養うことを目的としている。実測や操作，実験につい

てはアナログ的な活動に限定せず，デジタルコンテンツ等も活用しながら多角的・多面

的に考察し，考えを深められるように進めていきたい。 

【進める上でのポイント】 

① Google スプレッドシートを活用し，１時間の授業の目標や生徒の進捗状況を把握で

きるようにする。 

② 学習の各段階で，何がわかるようになったか，何がわからなかったかを生徒に考え

させたり，学び方についてどうだったかを考えさせたりするなど振り返りを重視して

いく。 

③ 単元や１時間単位での授業の自己調整を促すために，取り組みに見通しをもたせる。

また，他者の学びや考えの比較が容易にできるようにしたり，課題解決に行き詰まり

そうなところの支援（ヒントカード等）を用意したりするなど，環境を整える。そのた

めの１つの手段として端末を活用していく。 

④ 単元や１時間単位での学習過程の中で情報活用能力育成の過程を意識させ，育成し

た力を発揮できる場面を設定していく。 

⑤学習内容の理解度について，先生チェックや単元テスト等の場面で確認する。 

 

【身に付けさせたい力】 

〇 目的に応じた情報収集能力，学習過程を振り返り，自己評価し，改善する力 

（２）単元計画（５章 相似な図形 第２節「平行線と線分の比」） 

    時 ・学習内容 ○身に付けたい力  

１ 課題の設定  
１（本時） ・平行線と線分の比の関係について，ノートの罫線を活用して実測したり，

デジタル教科書を活用して複数のデータを比較したりしながら見出し，課

題を設定する。 

◯複数の情報から課題を見出す力 
 

２ 情報の収集  
 

２ 

 

３ 

 
 

・定理が適用できる平行な線分を見つけ出し，線分の比の情報を整理・活

用して未知の長さを求める練習をする。 

・平行線と線分の比の定理の逆について成り立つことを論理的に考察し，

定理として確認する。 

◯課題解決のために必要な情報（知識・技能）を収集する力 
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３ 整理・分析  
４ 

 

５ 
 

・これまでに学習した定理を整理し，既習から新たな定理（中点連結定

理）を見出し，整理する。 

・中点連結定理を用いて，見いだした図形の性質を証明する。 

◯既習を基に，整理・分析する力 
 

４ まとめ・ 表現 
６ ・線分を３等分にする作図方法について考え，他の等分方法や３：２などの

比率で分ける方法など各自でテーマを設定し解決する。 

◯既習を基に，活用する力 

５ 振り返り・改善 
７ ・教科書の問題を解き，平行線と線分の比についてわかったこと，わから 

なかったこと，もっと知りたいことなどをまとめ，次時以降の授業に活かし

ていく。 

◯図形の相似を活用した問題解決の過程を振り返って，評価・改善する力 

 

（３）本時のポイント（１／７） 

【生徒主体の授業とするための準備・環境】 

 ・スプレッドシートを活用して，生徒の進捗状況を可視化できるようにしていく。 

 ・クラスルームに本時の目標やルーブリック，学習の見通しを提示する。 

 ・学習形態（個人・グループ・先生と）について，生徒に委ねる。 

【これまで支援してきたこと】 

・これまでもクラスルームを見れば学習の見通しが分かるように準備をしてきた。 

 ・自ら課題を選択し，問題解決できるよう各単元で場面を設定して取り組んだ。 

【支援のポイント】 

・自分たちで活動していけるように，見通しをもたせたり，チェックポイントを設けた

りする。教師は個々の進捗状況を把握し，適宜声掛けを行っていく。 

【本時で設定したレベル】 
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２ 実践の流れ 

◯課題の設定（１時間目：本時） 

 小学生の時に学習した,ノートの罫線を使う 

ことで線分を等分することができることについ 

て確認を行い,デジタル教科書を活用して,どの 

ような場合でも成り立つのかを体験的に取り入 

れることで,どうしてそのようなことに言えるの 

か問いを見出し,これからの学習課題を設定した。 

 この１時間の授業では,「平行線と線分の比」 

の定理を導くための時間とし,グループ活動を 

取り入れながらほぼ一斉授業の形で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯情報の収集（２,３時間目） 

 導き出された定理がどのように活用できるか,定理の逆が成り立つか等,ワークシートを

配付し，練習問題に取り組むことを通して必要な情報を収集する。 

 問題を解くペースや学習方法は生徒に委ねた。学習すべき内容から大きく外れないよう

に「先生チェック」という形で，教師側で実態把握を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：デジＭＡＴＨ（学校図書） 

    

つかんだ情報はスプレッドシートで常時共有   

難しいところはヒントも活用しながら考える。ヒントはク

ラスルームで事前に配付し,使用するかどうかは生徒に委

ねる。    
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◯整理・分析（４,５時間目） 

 これまでに学習した定理を整理し，既習から新たな定理（中点連結定理）を見出し，整

理する。さらに中点連結定理を用いて，見いだした図形の性質を証明する。単元の中では，

「整理・分析」となっているが，１時間単位の学習の中でも情報活用能力育成の学習プロ

セスを意識させながら学習を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

◯まとめ・表現（６時間目） 

 これまで学んできた，「平行線と線分の比」の定理から，線分を３等分する作図の方法を

考えさせる学習を行った。単元の第１時間目「課題の設定」でノートの罫線で線分を等分

できることと，「平行線と線分の比」の定理がどのように関連するかを意識しながら作図を

させるようにした。作図については，個々の習熟度にも差が大きかったため，クラスルー

ムにヒントとなる動画をアップし，解決の一助となるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 
 

◯振り返り・改善（７時間目） 

ここまでの学習内容の定着が図れるように教科書の問題と振り返りを行った。 

 学習内容は習熟度別に取り組めるように課題を用意し，自分で課題を選択して取り組め

るように行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教師が全体で確認するために使用したスライドも

含め 

課題解決に必要な情報は，常時クラスにアップして

おき，いつでも，どこでも，振り返って学習を進め

ることができるようにした。 
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実践を終えて 

子どもの変容 

・アンケートの結果から，「課題を解決するために，自分に合った学習ツール（学習方法，学 

習道具）を選び活用することができますか」⇒担当クラスで「そう思う」が約８％上昇 

 ・行動面でも，指示を待たずとも，各自が「流れ」を確認して進んで取り組めるようになっ 

てきた。また，早く課題が終わった生徒も生成ＡＩを活用して問題を生成して取り組むな 

ど，さらに自ら課題を設けて取り組む生徒が増えた。 

 ・その他，アンケートの項目では大きな変化が見られなかった。 

 

振り返り 

  上記のことから，自由進度的な学習を進めていくことで，学習に主体的に取り組むという

ことに一定の成果があったのではないかと感じる。また数学を苦手とする生徒も取り組みに

選択肢ができたことで，学習への姿勢が前向きに変化したことも成果の１つではないかと捉

えている。 

  しかしながら，本単元では新しく学ぶ内容も多く，単元を通してという実践ではなく 

１時間単位で自由進度的な学習というという形で進めた。１つ１つの要点を流さずに押さえ

たり，教師の意図するように進めたりということを考慮すると，単元を通してという実践に

踏み切ることができなかった。そのような意味では，教師側の生徒の実態把握と，それに伴

った必要な支援を講じることが大切なのではないかと思う。 

また，実践をとおして，「情報活用能力」が根底にないと自由進度という学習形態は成り

立たないのではないかと感じた。つまり，学習の進め方をどれだけ生徒たちが理解してでき

るかがポイントだと感じる。私の実践では，そこが十分に取り組めなかった。 

今後はその点も十分に育めるように意識しながら実践していきたいと思う。 


